
「

プ

ロ

ロ

ー

グ

」

－

私

た

ち

の

進

む

べ

き

道

－
　
　

ｉ

【

第

１

章

】

伝

統

的

人

間

観

の

行

き

づ

ま

り

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
７

本

書

に

つ

い

て
　
　

７

揺

ら

ぐ

「

自

己

」

観
　
　
9

二

元

論

的

世

界

の

問

題

―

「

外

的

世

界

」

ＶＳ
.

「

内

的

世

界

」

／

知

識

の

問

題

－

鏡

と

し

て

の

心

／

自

分

の

心

が

わ

か

る

と

は

？

－

内

な

る

眼

と

い

う

問

題

激

し

さ

を

ま

す

嵐

－

真

理

、

理

性

、

道

徳
　
　

２
0

客

観

性

、

真

理

、

科

学

の

問

い

／

理

性

と

教

育

の

役

割

／

道

徳

と

責

任

／

ポ

ス

ト

モ

ダ

ン

の

胎

動

学

問

世

界

の

動

揺

－

言

語

の

重

要

性
　
　
3
0

第

一

の

事

件

－

言

葉

は

、

現

実

を

あ

り

の

ま

ま

に

写

し

と

る

も

の

で

は

な

い

／

第

二

の

事

件

－

価

値

中

立

的

な

言

明

な

ど

存

在

し

な

い

／

第

三

の

事

件

－

記

号

論

か

ら

脱

構

築

へ

／

絶

望

か

ら

新

し

い

未

来

へ

本

章

を

ふ

り

か

え

っ

て
　
　
4
7

【

第

２

章

】

共

同

体

に

よ

る

構

成

－

事

実

と

価

値

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…
5
7

新

し

い

言

語

観

－

写

し

絵

か

ら

ゲ

ー

ム

へ
　
　
5
2

言

語

ゲ

ー

ム

／

生

活

形

式

と

「

事

実

ゲ

ー

ム

」



イ

デ

オ

ロ

ギ

ー
批

判

の

見

直

し
　
　
5
7

精

神

病
－

フ

ー
コ

ー
と
そ

の
後

文

学

批

評

の

見

直

し

―

テ

キ

ス

ト

か

ら

共

同

体

の
中

の

言

語
へ
　
　

６３

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

の
政
治

学

社
会

構

成

主

義

の

四

つ

の

テ

ー

ゼ
　
　

７１

私

た
ち

が
世

界

や
自
己

を
理

解
す

る
た

め
に

用

い
る
言

葉
は

、
「
事

実
」

に
よ

っ
て

規
定

さ
れ

な

い
／

記
述

や
説
明

、

そ
し
て

あ

ら

ゆ
る
表
現

の
形

式

は
、
人

々

の
関
係

か
ら

意
味

を
与
え

ら

れ
る
／

私

た
ち

は
、
何

か
を

記
述

し
た

り
説
明

し

た
り

、
あ

る

い

は
別

の
方
法

で
表

現
し

た
り

す

る
時
、

同
時

に
、

自
分

た
ち

の
未
来

を

も
創

造
し
て

い
る
／
自

分
た

ち
の

理
解

の
あ
り

方

に
つ

い
て
反

省

す
る
こ

と

が
、
明

る

い
未

来

に
と

っ
て
不

可

欠
で

あ
る

科
学

的
知

識

の

社

会

的

構

成
　
　

７６

何
か

科
学

的
事

実
で

あ
る

か
は
科

学
者

コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

に
よ

っ
て

決
定

さ
れ

る
／

「
新
し

い
」

科
学

的
事

実
は
複

雑

に
入
り

組

ん
だ

関
係
性

の

産
物
で

あ

る

本
章

を

ふ

り

か
え

つ
て
　
　

８６

【
第

３

章

】

対

話

の

力
－

明

日

を

創

る

試

み

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９３

構

造

と
し

て

の

対

話

―

―

生

活

の

指

針

と

な

る

メ

タ

フ

ァ

ー
　
　

９７

心

の

メ

タ
フ
ァ

ー

構

造

と
し

て

の

対

話
－
－

物

語

（
ナ

ラ

テ

ィ

ヴ

）

的

現

実
　
　

１
0
２

自

己

に
つ

い
て

の
語
り

説

得

と
し

て

の

対

話
－

－

レ

ト

リ

ッ

ク

と

い
う

レ

ン

ズ
　
　

１
0
8

客
観

性

の
レ

ト

リ
ッ

ク

プ

ロ

セ

ス

と
し

て

の

対

話

―

実

用

的

な

次

元
　
　

１１
4

ゴ
フ
マ

ン
と

ガ
ー

フ
ィ
ン

ケ
ル

の
遺
産

自

己

の
会

話
的

構

成
　
　

１２
0

「
存

在

論
」
「

倫
理
」
「
自
己

」

の
創

造
／
社

会
的

な
釈

明
－

ア
イ

デ
ン
テ
ィ

テ
ィ

と
責

任

本

章

を

ふ

り

か

え

っ

て
　
　
1
２７

【
第

４

章

】

社

会

構

成

主

義

の

地

平

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１３５

実

証

研

究

に
対

す

る

疑
問
　
　
1
3
6

優

れ
た
実

証
研

究
と

み
な

さ

れ
る
た

め
の
五

つ

の
基
準

／
実

証
研

究

が
も
た

ら
し

た
成

果

現
代

に

お

け

る
私

た
ち

の

生

活

を

探

究

す

る
－

質

的

研

究
　
　

１４３

語
り

（
ナ

ラ
テ

ィ

ヴ
）
－

人

々

が
生
き

て

い
る
世
界

を

つ
な
ぐ
／

共

同
的
研

究
／

ア

ク
シ

ョ
ン
リ

サ

ー
チ

ー

社

会
変

革
の

う
ね

り

歴

史

的

・
文

化

的
探

究
－

自

己

っ

て

何

？
　
　
1
5
2

「
自
己

」

の
歴
史

的
変

遷
／

異
文

化
研

究
、
自

文
化

理
解

本

章

を

ふ

り

か
え

っ

て
　
　

１６８

【
第

５

章

】
「

個

人

主

義

的

な

自

己

」

か

ら

「

関

係

性

の

中

の

自

己

」

へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７３

生

成

的

理

論
　
　

１７３

個

人

主

義

と

イ

デ

オ

ロ

ギ

ー
　
　

１７６

「
孤
立
し

た

魂
」
と

い
う

問
題

／
手

段
と

し
て

の
他

者
／

見
せ

か
け

だ
け

の
関

係
／

「
周
り

は
み

な
敵

」
と

い
う

悲
劇
／

権
力

の

問

題
／

社
会

的
な

も

の
の
軽

視

関

係

と

し

て

の

自

己
－

第

一

ス

テ

ッ

プ
　
　

１８３

象

徴
的

相
互

作
用

論
／

文
化
心

理

学
／

現
象

学
と
他

者



関
係
の
中
の
存
在
－

新
た
な

ビ
ジ
ョ
ン
　
　

１９３

バ
フ
チ
ン
と
対
話
主
義
／
関
係
の
中
の
存
在

本
章

を
ふ
り
か
え

っ
て
　
　

２０５

【
第

６

章

】
理

論
と

実

践
（
Ｉ

）－

対
話

の
も

つ
可

能

性

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
1
1

解
釈
学

的
な
問

い
－

「
心
」

か
ら
「
関
係
」
へ
　
　
2
1
2

「
真
実
の
」
解
釈
を
も
た
ら
す
方
法
は
あ
る
か
／
意
味
は
関
係
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

三
つ
の
Ｄ
－

対
話

（
D
i
a
l
o
g
u
e

）
、
言
説

（
D
i
s
c
o
u
r
s
e

）
、
差
異

（
Ｄ
ｉｆｆｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
）
 

２１９

他
者
性
と
意
味
の
終
わ
り
／
第
一
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー

議
論
、
取
引
、
交
渉
、
調
停
／
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー

ハ
ー
バ
ー
マ

ス
と
対
話
の
倫
理

変
化
力
の

あ
る
対
話
へ
向
け
て
－

第
三
の
ア
プ
ロ

ー
チ
　
　

２２８

非
難
か
ら
関
係
の
中
の
責
任
へ
／
自
己
表
出
の
重
要
性
／
他
者
を
肯
定
す
る
こ
と
／
行
為
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
－

即
興
の
す

す
め
／
自
己
内
省
－

多
声
性
へ
の
期
待
／
新
し

い
世
界
の
共
同
的
創
造

本
章

を
ふ
り
か
え
っ
て
　
　

２４３

【
第

７

章

】
理

論
と

実

践
（
２

）
―

心
理

療

法

・
組

織

変

革

・

教
育

・
研

究

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２４７

社
会

的
構
成

と
し
て
の
セ
ラ
ピ

ー
　
　
２４８

解
決
中
心
療
法
－

ブ
リ
ー
フ
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
カ
／
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
セ
ラ
ピ
ー
／
多
声
的
な
共
同
実
践
－

複
数
の
意

味
が
も
た
ら
す
実
り

組
織

に
お
け

る
意
味
の
創
造
　
　

２６０

価
値
を
認
め
よ
う
と
す
る
問
い－

対
立
か
ら
共
同
体
へ
／
未
来
の
探
求
と
共
同
体
の
構
築

教
育
－

共
同
的
実
践
と
共
同
体
　
　

２６５

じ

っ
く
り

と
考
え

、
反

省

す

る
こ

と
／

教
室

で
の
共

同
的

実
践

／
多

声
的

な
教
育

学

学

問

的

表

現

―

新

し

い
世

界

製

作

の

方

法
　
　
2
7
2

「

ー
人

の
人
間
」

の

視
点

に
立

つ
こ
と

―

具
体

的
な

記
述
／

内

省
と
多

声
性

―

私

は
誰
？

／
多

様
な

声
の

る
つ

ぼ
／

パ
フ

ォ

ー
マ
テ
ィ

ヴ
に

向
け

て

本

章

を

ふ

り

か
え

つ
て
　
　

２８０

【
第

８

章

】

理

論

と

実

践
（
３

）
―

マ

ス

メ

デ
ィ

ア

・

権

力

・

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２８７

意

味

の
渦
　
　

２８９

メ

デ
ィ

ア
と
操

作
／

犠
牲

者
か

ら
復

讐
者

へ
―

「
行

動
す

る
視

聴
者
」

／

仮
想

の
世

界
を
泳

ぐ

権

力

の

パ

タ

ー
ン
　
　

３００

権
力
ー

ポ
ス

ト
構

造
主
義

の

視
点

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー
と

社

会
　
　
3
0
8

イ
ン

タ

ー
ネ
ッ

ト
ー

新

た
な
共

同
体

？
　

そ

れ
と
も

単
な

る
虚

構
？
／

サ
イ

ボ
ー

グ
ー

私

と
機

械
は

一
心

同
体

本

章

を

ふ

り

か
え

つ
て
　
　

３１８

【
第

９

章

】
「

批

判

に

答

え

る

」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３２５

現

実

主

義

―

「
だ

っ
て

、
確

か
に

世

界

は

そ

こ

に

あ

る

じ

ゃ

な

い

か
！

」
　
　

３２８

経

験

や
心

的

状

態

に

関

す

る
疑

問
　
　

３３１

懐

疑

主

義

の

矛

盾
　
　

３３４

相

対

主

義

の

弊

害
　
　

３３８

何

が

な

す
に

値

す

る
の

か
―

関

与

に

関

す

る

問

い
　
　

３４４

社

会

構

成

主

義

と

エ

リ

ー
ト

主

義

の

危
険

性
　
　

３４６



社
会
構
成
主
義
と
科
学
の
進
歩
　
　
３４９

本
章
を
ふ
り
か
え
っ
て
　
　
３５２
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